
（別紙３）

～ 令和7年3月31日

（対象者数） ９人 （回答者数）
９人

～ 令和7年4月10日

（対象者数） ６人 （回答者数）
６人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

新しいことに挑戦できるような活動内容を

職員みんなで考えていく

2

各児童の思いつかないような活動案を提示

してみる

3

積極的に声掛けをしてあげて、さらに自立

支援につながるように促す

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

専門職がどういったかたちで必要か考えて

みてみる

2

相談室を開放してスペースを作ってみる。

また。また、各児童にあった１人の空間場

所を考えてみる

3

今後、あそぼうでどういった段差対策（ス

ロープ等）が必要か職員みんなで考えてい

く。

体を動かす活動を多い 活動内容に合わせて、活動場所を変更（利用

人数に合わせ庭や近くの空き地や公園等で活

動）をしている

少人数のため、活動の予定変更等の融通が効

く

児童の意見を聞いて活動内容や、行く場所を

決めている

自立支援をしている 身の回りの整理整頓や皿洗い、おやつ作り等

を通して生活スキルを学べるようにしている

スペースに限りがあるため、身体の受け入れ

が出来ない時がある

玄関やトイレの段差があるため

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

専門職が少ない 求人の窓口が広い

活動の内容によって児童の１人になれるス

ペースが少ない

スペースに限りがあるため

令和7年3月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　５月　９日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童デイサービスあそぼう

○保護者評価実施期間
令和7年3月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


